
日々の安全

① 地下鉄の主な施設と設備

施 設

設 備
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日々の安全

② 地下鉄の火災対策設備
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③　駅と列車の安全

日々の安全

ＡＴＣ（自動列車制御装置）Automatic Train Control

交通局の地下鉄の列車は、閉そく区間ごとに設けられた信号機の現示に従って運行

します。例えばある区間内に列車が存在する時、その後方の信号機は赤・赤・黄・緑

といったように現示します。

赤は停止でそこから進めません。黄は注意を意味し、40km/hを超えない速度で運転

しなければなりません。緑は進行で、70km/hを超えない速度で運転できます。

もし、列車が信号機の現示する速度以上で、ある区間に進入した場合、自動的にブ

レーキを作動させ、既定速度以下に制御する装置がATCです。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置

地下鉄をご利用いただくお客さまの救助率向上を図るため、全駅にＡＥＤを設置し、

全駅職員を対象にＡＥＤの取扱いを含めた応急手当に関する講習を行っています。

（2008年3月に全駅設置完了）

交通局緊急章

通勤や業務で移動中の交通局職員が、地下鉄

や市バスでの事故等に遭遇した場合、率先してお

客さまの救護に従事する際に、自ら交通局の職員

であることを明示し、お客さまや当局現場職員に

対し識別を容易にするために使用します。

運転士の養成と訓練

地下鉄運転士になるためには、国が定める動力車操縦者運転免許の取得が必要です。

運転士の養成・訓練には、運転シミュレータを使用し、基本動作や機器操作についての

教習、実車で困難な異常時の処置についての訓練を実施しています。

可動式ホーム柵

お客さまの駅ホームからの転落や列車との接

触を防止するため、今里筋線には、２００６年

開業時から全駅に可動式ホーム柵を設置、長堀

鶴見緑地線は、２０１１年度に全駅に設置完了

しています。

また、千日前線全駅及び御堂筋線心斎橋駅と

天王寺駅では、２０１４年度に可動式ホーム柵

の設置を完了しました。

非常通報器（車内）、非常停止ボタン（ホーム）

お客さまが車内から乗務員へ異常時などにボタンを押すことにより、通話ができるイ

ンターホンになっています。

お客さまがホームから転落された時や列車と接触しそうな時など異常時に押すことに

より、乗務員に異常を伝え、列車を停止させる装置です。異常時には迷わずこの「非常

停止ボタン」を押してください。ただし、絶対に線路へは降りないでください。

非常停止ボタン（ホーム）非常通報器（車内）
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車両・その他

安全関連設備投資

老朽設備更新
変電所設備取替、電気保安設備取替、電気室配電機器取替、保線大型機械更新
等

保安・防災対策
火災対策、地上建物耐震補強、統合指令所関連、高架・地下構造物改良、
ホーム天井落下対策、防犯カメラ設置　等

安定輸送対策 軌道改良、無絶縁式軌道回路装置改造　等

車両更新、車両ATC装置更新、運転状況記録装置、地上建物外壁改修　等

日々の安全

2012年度 2013年度 2014年度

195
246

182

180
142

145

安全投資額について
安全関連設備投資 安全関連以外の投資

④ 安全関連設備投資について

安全関連設備投資は、施設・車両の維持管理に必要な更新・改良に関するもの等で、

「老巧設備取替」「保安・防災対策」「安定輸送対策」「車両・その他」です。

安全に関する設備に必要な施策を計画的に実施しています。

２０１３年度は火災対策施設・設備整備計画の最終年度であった為に安全関連設備投

資が増大しましたが、２０１４年度は全体の投資額４１６億円のうち用地購入の８９億

円を除いた３２７億の５６％にあたる１８２億円を安全関連設備に投資しました。

地下駅の火災対策設備の整備（保安・防災対策）

2004年に改正された火災対策基準に基づき、以下に示す防火防煙シャッター

などの火災対策設備の整備を進めました。（２０１３年度全駅完了）

《防火防煙シャッター》

火災時に閉まる際、一旦停止（床面から2mの位置）することによりお客さま

の避難通路の確保を図ります。

耐震対策（保安・防災対策）

東日本大震災などから得られた、新たな知見・基準等を踏まえ、高架橋や

トンネルのさらなる耐震対策に取組んでいます。

運転状況記録装置設置（車両・その他）

事故発生時の運転状況（速度、ブレーキ操作等）を記録

し、その状況を正確に把握、分析することで、事故の防止

に活用するために、運転状況記録装置の設置を進めていま

す。（2016年6月完了予定）

橋脚補強工事

⇒

⇒

総額

327億円

総額

388億円

総額

375億円

運転状況記録装置

落橋防止工事
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日々の安全

地下鉄構造物の延命化（保安・防災対策）

地下鉄は約半数の構造物が建設後40年を経過しています。そのため、鋼製橋梁の補強

や、地下コンクリート構造物に対する表面被覆など、構造物の延命化を図るための予防

保全対策を実施しています。

地下コンクリート構造物の対策イメージ

柱

表面被覆

可動式ホーム柵の設置路線「長堀鶴見緑地線全駅」「今里筋線全駅」と２０１４年

度に設置完了した「千日前線全駅」と「御堂筋線（天王寺駅・心斎橋駅）」で、すき

ま対策処置をしております。

気象庁からの緊急地震速報の展開に加えて、運転再開に向け

た点検の迅速さに向け、市内３ヶ所の基本地震計と５ヶ所のエ

リア地震計を設置し、基本地震計の最大震度で警報を発し、エ

リア地震計の震度レベルに応じ、各号線の区間ごとの点検を行

い、安全と運転再開へのスムーズな移行の対応を実施します。

また、ゲリラ豪雨などに対して、気象予測情報から駅地域単位での降雨時等における各駅の

被害レベルに応じた「注意レベル」「警戒レベル」の情報を各駅に発信（メール・通報）
して、急な悪天候に対して事前予告を行い対応準備を図っております。

基本地震計 エリア地震計

区間ごとの点検レベルの設定

３箇所の基本地震計の
最大値で警報 発令

設定したレベルに基づく点検

通常運転再開

通常運転再開までの流れ

※別紙参照

地震・ゲリラ豪雨等の安全対策
地震やゲリラ豪雨への早期の予測通報を列車や各駅に対して行うことにより、安全性の

向上を図ります。

可動式ホーム柵の段差・すきま対策

老朽建築施設の安全対策（保安・防災対策）

建設後30年以上経過した老朽建築施設を、点検基準を策定し定期的な点検を実施

するとともに、その結果に基づき計画的、継続的な安全対策工事を実施しています。

工事前 完 成

北加賀屋駅

市内に設置された地震計の震度表示例（PC画面）

⇒
表面被覆

高架コンクリート構造物の対策

工事前 完 成
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日々の安全

⑤ 日々の点検（保守）

転てつ装置の点検

電気設備の保守

列車の運行を支えるための各種電気設備

の保守点検を24時間体制で行っています。

サードレールの点検

トロリ線の端末加工

車両の保守

常にお客さまの安全を確保するた

め、検車場では毎日、車両の保守を

行っています。

全般検査・重要部検査作業

月検査作業

車輪のメンテナンス

線路の保守

乗り心地の改善を目指して、傷んだレールの表面の凹凸やゆがみを元に戻すため、

大型機械で深夜に補修工事を実施しています。

建築施設の保守

仕上げ材の欠陥を発見するため、定期的に目視点検を行っています。

床・壁タイル等は打音検査により、正常な音と欠陥がある音を聞き分け検査

を行っています。
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